
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 62,569 104.3% 473,802 102.5% 61,664 99.1% 65,118 99.1% 58,351 104.1%

処理羽数 55,229 103.8% 446,940 102.3% 55,692 102.7% 58,901 99.0% 57,417 102.9%

(2) 処理重量 159.6 103.4% 1,328.2 102.9% 162.0 100.7% 174.1 98.2% 170.0 101.1%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

46.5 36.9 126.0 33.1 30.3 109.1 79.6 67.3 118.4 58.4 41.6

45.1 47.2 95.6 37.0 35.9 102.9 82.1 83.1 98.8 55.0 45.0

49.3 45.4 108.6 39.0 39.0 99.9 88.2 84.4 104.6 55.8 44.2

(2) 46.0 47.1 97.6 37.1 33.4 111.3 83.1 80.5 103.3 55.3 44.7

374.3 341.6 109.6 270.3 258.1 104.7 644.6 599.7 107.5 58.1 41.9

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,326 1,286 103.1 1,154 1,214 95.1 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,187 1,150 103.2 1,123 1,143 98.3 H24年 563 189 752

1,160 1,120 103.6 1,114 1,128 98.8 H25年 583 246 829

1,298 1,252 103.7 1,225 1,222 100.2 H26年 626 294 920

(1) ※参考資料：総務省統計局HP H27年 639 336 975

在庫状況 単位：千トン、％

１．28年7月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

24.7 17.9 138.3 131.6 97.3 135.2 156.3 115.2 135.7

２．見通し (1) 23.4 19.8 117.7 139.5 116.9 119.3 162.9 136.8 119.1

26.4 20.9 126.5 141.4 102.8 137.6 167.9 123.7 135.7

25.4 19.5 130.5 142.4 104.5 136.3 167.8 124.0 135.4

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．9月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H28年6月 601 612 98.2 240 340 70.6 841 952 88.3

H28年7月 594 617 96.3 239 343 69.7 833 960 86.8

２．10月見通 (1) H28年8月 587 610 96.2 240 344 69.8 827 954 86.7

H28年9月 591 620 95.3 247 344 71.8 838 964 86.9 ※（）は見通し

H28年10月 (605) 648 93.4 (255) 345 73.9 (860) 993 86.6

H28年11月 (610) 657 92.8 (260) 336 77.4 (870) 993 87.6

613 632 97.0 252 337 74.8 865 969 89.3

H28年7月

輸入品は、前年を下回る輸入数量となる月もあるものの、依然として40千トンを大きく超える輸
入数量が続いており、在庫も140千トンを超えた状態が続いている。今後9月には若干輸入数
量が減少するが、10月には再び40千トンを超える予測となっており、引続き輸入品在庫は前
年を上回って推移するものと思われる。

相
　
　
場

平成28年9月の相場は、もも肉591円/ｋｇ、むね肉247円/ｋｇと、前月比でもも肉が4円/ｋｇ、む
ね肉は7円上げの正肉合計で11円/ｋｇの上げとなった。もも肉、むね肉ともに暑さや台風によ
る影響から供給が減少したことや、連休以降の棚割り変更等もあって需要が一気に高まり、下
旬からの相場は上げ基調となり、もも肉は一時600円をつけむね肉は250円台となった。
10月に入って気温も下がり、テーブルミート向けや鍋物需要等、もも肉や手羽元等を中心に
鶏肉の動きは段々活発になってきている。
もも肉相場は、調味料メーカーとのタイアップ等による需要もあり、全体的にタイト感が出てい
ることから、10月平均では少し上げて605円/ｋｇ前後になるものと思われる。
むね肉相場も上げ基調となり、つみれ団子等の鍋物需要も高まってくることから、10月はやや
上げの255円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。 H28年平均

在
　
　
庫

平成28年7月の推定期末国内在庫数量は国産が25.4千トン、輸入品在庫も142.4千トンと前
年比では大きく増加している。輸入品は先高感もあって50千トン近い輸入数量が続き、輸入
品在庫の前年比増加傾向は直近まで続いている。

履歴
国産 輸入品 合計

H28年4月

国産在庫は一旦増加したものの、生産の低下から再び在庫は減少となった。今後は、クリスマ
スや年末に向けた在庫確保等の動きが本格化することから、国産在庫は再び増加傾向となる
ものと思われる。

H28年5月

H28年6月

数量 金額

Ｈ28年6月

量販店等での販売は、畜産関係で好調を維持しているものの、鶏肉に関しては前述のように
むね肉の販売が増加という傾向が更に強まり、定番販売でのフェース拡大や特売需要が、より
高まってきたものと思われる。

Ｈ28年7月

Ｈ28年8月

H28年平均

Ｈ28年7月

鶏肉調製品は、平成28年8月通関実績が37.1千トン（前年比111.3％）と前年を大きく上回っ
た。輸入国別で見るとタイ産で前年比120.6％、中国産は99.6％となっている。
調製品の輸入累計数量は、タイ産は伸びているものの中国産は前年を下回っている。中国産
は、事故の影響が残っている前年を下回っており、信頼は回復しきれてないようだ。

Ｈ28年8月

年間累計

需
　
　
　
要

総務省家計調査による平成28年8月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,160㌘（前年比
103.6％）と前年を上回り、金額は1,114円（前年比98.8％）と前年を下回った。
数量は、前月からやや落ち込んだものの前年実績は上回っており、鶏肉販売自体は順調に
推移している。一方、消費者の低価格志向は続いており、むね肉の通常販売・特売やブラジ
ルの解凍もも販売が定番化し、金額は前年を下回ったものと考えられる。

履歴

３．業務・
　　加工筋

加工仕向け原料は、鍋物用肉団子等の冬場商材の製造も始まり、むね肉需要は引き続き高く
推移することが想定される。また、クリスマス用骨付きももについて、アメリカからの輸入が減少
し小さいサイズが大きく不足していることから、国産需要がひっ迫しているとの情報もある。

28年9月計画 28年10月計画 28年11月計画

平成28年9月～11月の計画では、9月の入雛羽数で前年を下回り、10月は全項目で前年を下
回っている。
9、10月の入雛羽数が前年を下回っているものの、最需要期である12月の生産に向け11月の
入雛羽数は前年比104.1％と増加する計画となっている。しかし、12月の処理重量では前年を
約1～2％しか上回っておらず、今後台風による影響で更に下方修正される可能性もある。

輸入鶏肉の平成28年8月通関実績は46.0千トン（前年比97.6％）と、ほぼ輸出入協会の予測
通りとなっており前年を下回った。
今後の輸入数量は、同協会が9月には35.9千トンまで減少すると予測しているが、ブラジルで
はオリンピック後の景気後退もあって国内消費が落ち込み、輸出に頼らざるを得ない状況が
続いているものの、2工場の生産停止による影響が9月出荷から出てくるものと考えられ、これ
らの要因がどのように作用するか注視する必要がある。

品名 比率

履歴

Ｈ28年5月

Ｈ28年6月

2016年10月4日

項　目 内　　　容 実　　　績

供
　
　
　
　
　
給

１．国内 (1) 平成28年8月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比104.3％、処理羽数で前年比103.8％
および処理重量で前年比103.4%と前年を上回った。
8月は、各産地とも育成は概ね順調であったが、特に南九州では猛暑による熱死や大雨によ
る床湿り、大腸菌症等による育成不良から、計画を下回って出荷していた産地もあった。
順調な育成から追加出荷の対応等が出来た産地もあったが、全体で見れば見通しをやや下
回る出荷となった。

28年8月推計 Ｈ28推計合計


